
令和4年9月 台風14号洪水の記録
～五ヶ瀬川における出水状況～

国土交通省 延岡河川国道事務所

令和4年12月作成
【令和５年２月時点更新】



１．洪水の概要

令和4年9月17日から19日にかけて奄美地方の東海上に
接近・北上し、大型で非常に強い勢力を維持しながら、18日
17時半頃に指宿市付近を、19時頃に鹿児島市付近に上陸
し、19日03時頃に福岡県柳川市付近に上陸しました。

17日 18時 18日 03時 18日 12時

18日 21時 19日 06時 19日 15時

1

台 風 １４ 号 の 概 要

宮崎県内を暴風域に巻き込みながら九州西部を北上
し通過した台風14号により、五ヶ瀬川流域では、複数の
観測所で短時間雨量～２４時間雨量で観測史上最大の
降雨量を観測しました。

五ヶ瀬川流域における雨量

29
73

138
230 269

316

45
113

190
292

453

523

53
129 216

346

458

487

0

500

1000

1時間 3時間 6時間 12時間 24時間 48時間

高千穂（たかちほ）雨量観測所

H9.9 H17.9 R4.9

44
107

192
325

368 408

35
96

184

336

565
657

55
131

220

395
502 536

0

500

1000

1時間 3時間 6時間 12時間 24時間 48時間

日之影（ひのかげ）雨量観測所

H9.9 H17.9 R4.9

49 135

226 351
400

507

37
106

195

360

578

726

48

117
215

402

542 558

0

500

1000

1時間 3時間 6時間 12時間 24時間 48時間

田代（たしろ）雨量観測所

H9.9 H17.9 R4.9

54
140

235

367
398

482

59
152

254

467

738

911

68
153

266

431

600 621

0

500

1000

1時間 3時間 6時間 12時間 24時間 48時間

柚ヶ内（ゆがうち）雨量観測所

H9.9 H17.9 R4.9

64

182
321

479 580

705

50
128

231
451

791

1056

61
173

329

577

824 858

0

500

1000

1500

1時間 3時間 6時間 12時間 24時間 48時間

上祝子（かみほうり）雨量観測所

H9.9 H17.9 R4.9

天気図（9/17 18時～9/19 15時） 【気象庁ホームページ】

令和４年９月台風１４号の経路

18日21時 ●

18日18時 ●

9月18日15時 ●

18日24時 ●

19日03時 ●

19日06時 ●

19日09時 ●

基準地点：
三輪水位流量観測所

9/17 18:00～9/19 18:00 48時間累積レーダ雨量
（統一河川情報システムにより作成した図を加工）

五ヶ瀬川流域

※基準地点三輪上流域における流域平均雨量（12時間）を評価すると、今回の令和4年台風14号は約360mm
と、平成17年台風14号における流域平均雨量約342mmを超過する規模の雨量（確率規模で1/60～1/70相当）
であったと推察



２．水位の概要

台風１４号出水による水位変動（三輪・松山・三ツ瀬水位流量観測所）

９月１８日午後より降雨量が増えたことから、河川水位も急激に上昇することとなり、基準地点である三輪水位流量観測
所を含め、観測史上最高水位である平成１７年９月の台風１４号洪水に匹敵する最高水位を観測しました。
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今回の出水による最高水位
9月19日 0:20 7.55m

（計画高水位を28cm超過）

五ヶ瀬川：
三輪水位流量観測所

日之影雨量観測所

計画高水位 7.27m

9月17日 9月18日

水
位
（
ｍ

）

時
間
雨
量
（
㎜
）

9月19日

55 mm
（19時-20時）これまでの観測史上最高水位（H17.9 7.67m）

170分超過

過去の年最高水位ランキング（三輪水位流量観測所）
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今回の出水による最高水位
9月19日 1:10 7.16m

（計画高水位を34cm超過）

五ヶ瀬川：
松山水位流量観測所

日之影雨量観測所

計画高水位 6.82m

9月17日 9月18日

水
位
（
ｍ

）

時
間
雨
量
（
㎜
）

氾濫注意水位 4.10m

水防団待機水位 3.50m

避難判断水位 5.10m
氾濫危険水位 5.90m

9月19日

55 mm
(19時-20時)これまでの観測史上最高水位（H17.9 7.49m）

180分超過
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今回の出水による最高水位
9月19日 0:20 6.17m

（計画高水位を64cm超過）

大瀬川：
三ツ瀬水位流量観測所

日之影雨量観測所

計画高水位 5.53m

9月17日 9月18日

水
位
（
ｍ

）

時
間
雨
量
（
㎜
）

氾濫注意水位 3.90m
水防団待機水位 3.40m

避難判断水位 4.60m

氾濫危険水位 5.30m

9月19日

55 mm
(19時-20時)

これまでの観測史上最高水位（H17.9 6.37m）

270分超過

2
2



３．五ヶ瀬川の出水状況

※浸水範囲については、浸水痕跡及び航空写真等からおおよその範囲を掲載しています。

洪水により、延岡市街部各地にて浸水被害が生じたとともに、計画高水
位を超えた水位が継続していたこともあり、河川水が堤防下部の地層部を
伝い、民地部から漏水する“パイピング”被害が2箇所で確認されました。

※基準地点三輪において、平成17年9月の台風14号洪水の約7,900m3/s相当を
上回り、既往最大流量となる約8,000m3/s相当と推算

大瀬川

五ヶ瀬川

祝
子
川

北
川

■松山

■三ツ瀬

■三輪

日
向
灘

単位：m3/s

 

■鷺島

行縢川

8,000

（7,900）

1,300

（1,200）
3,950

（5,000）

5,750

（5,700）

令和4年9月出水の流量配分

2,250

（2,200）

上段：今回設定流量

下段：既往最大流量

（単位：m3/s）

五ヶ瀬川の主な出水状況

大瀬川右岸6k200付近

内水被害状況（9月19日01:00頃）

大瀬川

大瀬川3k720付近

洪水状況（9月19日01:00頃）

大瀬橋

凡 例

浸水範囲

水位観測所

パイピング箇所

大瀬川

三須地区
三輪地区

吉野・天下地区

大貫地区

川原崎地区

小峰地区

北小路地区

富美山地区
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４．五ヶ瀬川の浸水被害状況①

川原崎地区 大貫地区

小峰地区 吉野・天下地区

三輪地区

三須地区

五ヶ瀬川左岸9k400付近堤内（9月19日09:00頃）

延岡河川国道事務所前（9月19日01:30頃） 大瀬川右岸6ｋ000付近堤内（9月19日10:40頃）

五ヶ瀬川右岸9ｋ200付近堤内（9月19日09:10頃）五ヶ瀬川右岸9ｋ600付近堤内（9月19日09:00頃）

五ヶ瀬川左岸8k600付近堤内（9月19日07:00頃）五ヶ瀬川左岸8k200付近堤内（9月19日08:50頃）行縢川堤内痕跡状況（9月19日09:40頃）

五ヶ瀬川左岸1k400付近堤内（9月19日11:50頃） 祝子川右岸1k200付近堤内（9月19日08:00頃）

令和4年12月1日時点（提供：延岡市）

地区名
浸水家屋数（戸）

床上浸水 床下浸水 合計

宮崎県 延岡市

三須地区 15 14 29

吉野・天下地区 9 3 12

下三輪地区 0 0 0

大貫地区 0 0 0

川原崎地区 0 0 0

小峰地区 9 6 15

富美山地区 110 80 190

北小路地区 5 4 9

計 148 107 255

4



5

４．五ヶ瀬川の浸水被害状況②

下三輪地区

大貫地区

河川の水が堤防の下を通り、地表に吹き出すパイピング現象が五ヶ
瀬川管理区間においても２箇所確認され、応急対策を施しており、今
後本復旧に取り組んでいくこととしています。

延岡市内各地において、内水被害が発生したことから、下
記地区について、宮崎県及び延岡市より排水ポンプ車の派
遣出動要請を受け、排水活動を行い、浸水の早期解消に向
け稼働しました。

「釜段工」

パイピング被災箇
所を土のうで囲み
、漏水してきた水
を溜めることで、水
の噴出の勢いを抑
え周囲への拡大を
防ぐ、応急対策を
実施

排水ポンプ車活動状況パイピングによる被害

排水ポンプ車派遣位置図

三須地区

岡富地区

川原崎地区

夏田地区

排水ポンプ車配置箇所

夏田地区川原崎地区

三須地区 岡富地区

パイピング現象確認時（9月19日09:00頃）

パイピング現象確認時（9月21日18:40頃）

パイピング現象確認時（9月19日09:00頃）

釜段工による応急対策を実施

（9月20日14:00頃）

釜段工による応急対策を実施

（9月26日13:30頃）
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五ヶ瀬川 大瀬川隔流堤

HWL HWL

5m

50m

2ｋ200

５．五ヶ瀬川河川改修における代表事例（河道掘削、隔流堤）

五ヶ瀬川
大瀬川

大瀬川（２ｋ２００ ③隔流堤）
日豊本線ＪＲ橋

3ｋ600
HWL

約3.0m掘削

河川敷駐車場
（延岡市）

2ｍ
10ｍ

五ヶ瀬川

五ヶ瀬川（３ｋ６００ ①亀井橋付近）

亀井橋

五ヶ瀬川３/６００付近 亀井橋付近
（令和３年２月撮影）

五ヶ瀬大橋

五ヶ瀬川３/６００付近 亀井橋付近
（平成１７年９月撮影）

亀井橋

河川敷駐車場
（延岡市）

①航空写真による比較 五ヶ瀬川亀井橋付近

亀井橋

②航空写真による比較 大瀬川大瀬橋付近

大瀬川３/６００付近 恒富地区
（令和３年２月撮影）

大瀬大橋

大瀬川３/６００付近 恒富地区
（平成１７年９月撮影）

大瀬橋

①五ヶ瀬川 亀井橋付近

③五ヶ瀬川と大瀬川を隔てる隔流堤

約6.0m掘削

五ヶ瀬川
五ヶ瀬川

大瀬川

大瀬川
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河道掘削

延岡駅

延岡市役所

旭化成工場
東九州道

凡 例

：H17浸水範囲
：R4  浸水範囲（内水）

：河道掘削
：堤防整備

【事業内容】

【浸水範囲】

※本資料の数値等は、速報値であるため今後変更の可能性があります。

①亀井橋

②大瀬橋

平成17年以降、国土強靱化予算等により、河道掘削、堤防整備等を進めてきたことに加え、ダムの事前放流により貯留
量を確保したことにより、五ヶ瀬川、大瀬川の氾濫をギリギリ回避し、延岡市の中心市街地を含む地域の浸水を防止

６．五ヶ瀬川流域における治水事業の効果

③隔流堤
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